
我が国の新型コロナウイルス感染症（変異株）の確認状況

海外の滞在歴のある
患者等 英国で報告された

変異株
南アフリカ共和国
で報告された変異株

7 7 ０

【国内】

空港検疫により確認された
患者等 英国で報告された

変異株
南アフリカ共和国
で報告された変異株

23 21 2

【空港検疫】

計 30

2021/01/11時点

【合計】

（※）このほか、ブラジルから入国した患者等から、英国と南アフリカ共和国において報告され
た新型コロナウイルス感染症（変異株）と共通の変異を認める変異株を４例確認（2021/1/10）
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新型コロナウイルス感染症（変異株）の評価・分析

• 英国の解析では今までの流行株よりも感染性が高い（再生産数Rを0.4以上増加させ、伝
播のしやすさを最大70%程度増加する推定）ことが示唆される。

• 現時点では、重篤な症状との関連性やワクチンの有効性への影響は調査中である。

• 英国内では最初に報告されたのは12月上旬だが、最も早いもので9/20の発症から検出さ
れている。

2021/01/02時点
国立感染症研究所１．英国で確認された変異株(VOC-202012/01)

２．南アフリカで確認された変異株(501Y.V2)

• 感染性が増加している可能性が示唆されているが、精査が必要。
• 現時点では、重篤な症状との関連性やワクチンの有効性への影響を示唆する証拠はない。
• 南アフリカ内では8月上旬に発生し、11月中旬には、ほぼ全ての症例を占めていたとさ
れる。

３．国立感染症研究所からの推奨

▶変異株の監視体制の強化（検体提出、ゲノム分析の実施等）
▶変異株への感染者を見つけた場合、感染源、濃厚接触者の追跡と管理、臨床経過等を含
めた積極的疫学調査を行うこと

▶変異株であっても、個人の基本的な感染予防策は、従来と同様に、３密の回避、マスク
の着用、手洗いなどが推奨されること 2



ブラジルからの帰国者から検出された新型コロナウイルスの変異株の評価・分析

• 英国や南アフリカ共和国において報告された変異株と共通の変異を認めること
• 現時点では、この変異株によって感染力、重症度、ワクチンの有効性への影響を
示唆する証拠はなく、調査中であること、

• 変異した変異株であっても、個人の基本的な感染予防策は、従来と同様に、３密
の回避、マスクの着用、手洗いなどが推奨されること

2021/01/10時点
国立感染症研究所

２．評価・分析

１．経緯

• 2021年1月6日、国立感染症研究所は、1月2日にブラジルから到着した渡航者４
名から新型コロナウイルスの新規変異株を検出した。
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◎ 緊急事態宣言が解除されるまでの間、日本人を含む全ての入国者・
再入国者・帰国者に対し、出国前72時間以内の検査証明の提出と空港検査の実施

日本人
(ビジネストラックを除く)

在留資格保持者再入国
二国間外国人
レジデンス
トラック（注１）

二国間ビジネスト
ラック（外国人・日本

人）(注1）

全ての国・地域からの
新規入国

日本在住のビジネス
パーソンの短期出張

英国・南アフリ
カ共和国

変異ウイルス
確認国（英国・南
アを除く）（注2）

レベ
ル２
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入
国
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誓約書あり

14日間待機
（検疫所の確保する
宿泊施設での待機を
求めた上で、入国後3
日目（入国時に検査
証明を提出できない
場合は、入国後3日
目及び6日目）に検査
を実施し、陰性と判定
された者は入国後14
日間の自宅等での待
機を求める）

公共交通機関
の不使用

位置情報の保存等

誓約書なし

14日間待機
（入国時に検査証明
を提出できない場合、
検疫所が確保する宿
泊施設での待機を求
めた上で、入国後3日
目に検査を実施し、
陰性と判定された者
は、位置情報の保存
等の誓約を求めると
ともに、入国後14日
間の自宅等での待機
を求める）

公共交通機関の不使
用

誓約書なし

14日間待機
（入国時に検査
証明を提出でき
ない場合、検疫
所が確保する宿
泊施設での待機
を求めた上で、
入国後3日目に
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14日間の自宅
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間の自宅等での待機
を求める） (注3）
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（入国時に検査
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た者は、位置情
報の保存等の
誓約を求めると
ともに、入国後
14日間の自宅
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企業・団体
の誓約書

14日間待機

公共交通機
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位置情報の
保存等
（推奨）

企業・団体
の誓約書

14日間待機

公共交通機
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位置情報の
保存等

企業・団体
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本邦活動計画書

公共交通機関
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位置情報
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企業・団体
の誓約書

14日間待機

公共交通機関
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位置情報
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（推奨）

企業・団体
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位置情報
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一時停止 一時停止

（注１）レジデンストラック対象国・地域：タイ、ベトナム、カンボジア、シンガポール、韓国、ブルネイ、マレーシア、ミャンマー、ラオス、台湾、中国
ビジネストラック対象国：シンガポール、韓国、ベトナム、中国

（注２）12月26日指定：フランス、イタリア、アイルランド、オランダ、デンマーク、ベルギー、オーストラリア、イスラエル 12月27日指定：カナダ（オンタリオ州）
12月28日指定：スイス、スウェーデン、スペイン、ノルウェー、リヒテンシュタイン 12月30日指定：アメリカ合衆国（コロラド州）、カナダ（ケベック州）
12月31日指定：アメリカ合衆国（カリフォルニア州）、アラブ首長国連邦、ドイツ
令和3年1月1日：アメリカ合衆国（フロリダ州） 1月5日：アイスランド、アメリカ合衆国（ニューヨーク州）、スロバキア、フィンランド
1月6日：アメリカ合衆国（ジョージア州）、ジョージア、ナイジェリア、ブラジル（サンパウロ州）、ルクセンブルク

（注３）上陸の申請前14日以内にレベル3の国・地域に滞在歴のある者が入国時に検査証明を提出できない場合は、上陸拒否。
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水際対策強化に係る新たな措置（５） 

 

 

令和３年１月８日 

 

  新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言発出に伴い、同解除宣言が発せら

れるまでの間、全ての入国者・再入国者・帰国者に対し、出国前 72 時間以内の検査証明の提出

を求めるとともに、入国時の検査を実施する。具体的には以下のとおり検疫を強化する。 

 

１ 非入国拒否対象国・地域（国内で変異ウイルスの感染者が確認されたと政府当局が発表して

いる国・地域を除く）から帰国する日本人及び再入国する在留資格保持者（ビジネストラック

及びレジデンストラックの利用者を除く）について、新たに、出国前 72 時間以内の検査証明

の提出を求めるとともに、入国時の検査を実施する。 

 

２ 入国拒否対象国・地域（国内で変異ウイルスの感染者が確認されたと政府当局が発表してい

る国・地域を除く）から帰国する日本人について、新たに、出国前 72 時間以内の検査証明の

提出を求める。 

 

３ 上記１．及び２．において、検査証明を提出できない者に対しては、検疫所長の指定する場

所（検疫所が確保する宿泊施設に限る。）での待機を求める。その上で、入国後３日目におい

て、改めて検査を行い、陰性と判定された者については、位置情報の保存等（接触確認アプリ

のダウンロード及び位置情報の記録）について誓約を求めるとともに、検疫所が確保する宿泊

施設を退所し、入国後 14 日間の自宅等での待機を求めることとする。 

 

４ ビジネストラック及びレジデンストラックを利用して新規入国する外国人について、非入国

拒否対象国・地域から入国する者に対して、新たに、入国時の検査を実施する。 

 

５ レジデンストラックを利用して新規入国する外国人のうち、非入国拒否対象国・地域から入

国する者については、新たに、出国前 72 時間以内の検査証明の提出を求め、それを受入企業・

団体に誓約させる。 

 

６ ビジネストラックを利用して帰国・再入国する日本人・在留資格保持者に対しても、入国時

の検査を実施する。また、渡航先での滞在期間にかかわらず、出国前 72 時間以内の検査証明

の提出を求め、それを受入れ企業・団体に誓約させる。 

 

（注）上記に基づく措置は、令和３年１月９日午前０時（日本時間）から行うものとする。ただし、上記に基づく出

国前 72 時間以内の検査証明の提出は、令和３年１月１３日午前 0時（日本時間）以降に入国・再入国・帰国す

る者について求めるものとする。 

 

（以上） 
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ブラジルからの帰国者から検出された新型コロナウイルスの新規変異株について 

2021 年 1 月 10 日 

国立感染症研究所 

 

要約 

• 感染性の増加が懸念される変異株と共通する変異を一部に有する新たな変異株が、ブ

ラジルからの帰国者から検出された。 

• 当該変異株については遺伝子の配列に関する情報に限られており、感染性や病原性、検

査法やワクチンへの影響等は現時点では判断が困難。 

• 当該変異株の感染者は個室での管理下におき、感染源、濃厚接触者の追跡と管理、臨

床経過等を含めた積極的疫学調査を行うことが望ましい。 

• 変異株であっても、個人の基本的な感染予防策は、従来と同様に、3 密の回避、マス

クの着用、手洗いなどが推奨される。 

 

本文 

• 2021 年 1 月６日、国立感染症研究所は、1 月 2 日にブラジルから到着した渡航者４名

から新型コロナウイルスの新規変異株を検出した。 

• 当該新規変異株は、B.1.1.248 系統*1 に属し、スパイクタンパク*2 に 12 箇所の変異を認

める。感染性の増加が懸念される変異株の VOC-202012/01 や 501Y.V2 と同様に、スパ

イクタンパクの受容体結合部位*3 に N501Y 変異を認めるほか、501Y.V2 と同様に

E484K 変異を認める。 

• E484 の変異は、SARS-CoV-2 を中和するモノクローナル抗体*4 からの逃避変異*5 とし

て報告されていた（1,2）。さらに、E484K 変異が、回復者血漿からの逃避変異株*6 で

見られるという実験データ (３)と E484 が変異すると回復者血漿でのシュードタイプ

ウイルス*7 の中和抗体価が 10 倍程度低下する（COVID-19 回復者の血清中に誘導され

た抗 SARS-CoV-2 抗体の存在下でも、in vitro（試験管内）でウイルスの細胞感染を抑

制しにくい）という実験データ (4)が報告されている。すなわち、これまでのウイル

スに対する免疫は、E484 変異を持つウイルスに対して効果が減弱する可能性が懸念さ

れている。 

• ブラジルでは、B.1.1.248 系統の E484K 変異を認める変異株による再感染症例の報告

がある (2021/01/06) (5)が、当該新規変異株と同一ではない。 
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• 当該変異株については、遺伝子の配列に関する情報に限られている。ヒトにおける感

染性や病原性、検査法への影響、ワクチンへの影響等については、現時点での判断は

困難であり、引き続き調査が必要である。 

• 当該変異株の感染者は、個室での管理下におき、感染源、濃厚接触者の追跡と管理、

臨床経過等を含めた積極的疫学調査を行うことが望ましい。 

• 変異株であっても、個人の基本的な感染予防策は、従来と同様に、3 密の回避、マス

クの着用、手洗いなどが推奨される。 

 

*1 B.1.1.248 系統： 

新型コロナウイルスに関して用いられている分類方法である Pangolin (COVID-19 Lineage Assigner 

Phylogenetic Assignment of Named Global Outbreak LINeages, https://cov-lineages.org/lineages.html) による分子

系統 ID による分類系統名。イギリス VOC 202012/01 は B.1.1.7、南アフリカ 501Y.V2 は B.1.351 に該当

する。ブラジル新規変異株は B.1.1.248 に分類され、ブラジルで拡散していた B.1.1.28 の系譜の一部（下

流にある系譜）である。 

*2 スパイクタンパク： 

コロナウイルスを構成するタンパク質の一つ。ウイルス表面に存在し、細胞に感染する際のヒトの受容体

と結合する部分であり、この変異が感染しやすさに影響を与えうる。 

*3 受容体結合部位： 

スパイクタンパクにある、ウイルスがヒトの細胞に感染する際にその細胞表面にある受容体と結合する部

分。 

*4 SARS-CoV-2 を中和するモノクローナル抗体： 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の感染を抑制する機能を持った単一種類の抗体。新型コロナウイル

ス（SARS-CoV-2）に感染した場合、体内で複数の免疫細胞から様々な種類の抗体が作られるが、一つの

免疫細胞からは通常一種類の抗体が作られる。中でも新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）表面に結合し



細胞への感染を抑止する抗体を産生する細胞を選び出し、その細胞だけを増殖して、この細胞から得られ

た抗体のこと。治療などで利用されている。 

*5  逃避変異： 

抗体など、ウイルスの細胞への感染や増殖を阻害する要因が効きにくくなる遺伝子変異をいう。そのよう

な変異を持つウイルス変異株を逃避変異株と呼ぶ。 

*6  回復者血漿からの逃避変異株： 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染への免疫応答として回復者で認める抗体に耐性を持つ変異株。

同抗体の存在下でウイルスを in vitro（試験管内）で培養することで、抗体に耐性を持つ変異を誘導・選択

する方法で優勢となった変異株である。 

*7 シュードタイプウイルス： 

実験・抗体検査を目的に人工的に作られる、別のウイルス粒子の表面に SARS-CoV-2 のスパイクタンパク

を発現させたウイルス。 
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